
　ChatGPTをはじめとする生成AIは、我々

の傍らにいる有能な随伴者としてその能力を

発揮しています。その随伴者の返すものが真

の意味で価値あるものかが判断できる審美眼

をもち、その援用によってより高い創造性を育

むことが益々求められています。教育の現場

において、学生・生徒自身にその審美眼や創

造性をどのようにして育てたらよいのか、初等

中等教育から高等教育へのつながりの中で越

境する学びと知の創造、知の連鎖、文理複眼

をキーワードに話題提供をいたします。

 本フォーラムでは、基調講演を行うとともに、

実践発表およびパネルディスカッションを通し

て、教育現場や社会の視点を交えながら、これ

からの学びと人材育成の在り方について多角

的に考察します。
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フォーラムの概要

vol.6持続可能な未来に向けて
第20回　神奈川大学高大連携協議会フォーラム

－主体性を育む新たな学びへ－
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14:20－16:40 (受付開始14:10)予定

神奈川大学
みなとみらいキャンパス
米田吉盛記念ホール(1階)

主　催 神奈川大学高大連携協議会 神奈川県教育委員会、横浜市教育委員会、川崎市教育委員会後　援

と生成 時代の
の

会  

場

発表者：小林　道夫　氏　 神奈川大学附属中・高等学校　校長
　　　　小島　光裕　氏　 神奈川大学附属中・高等学校　教諭

02
15:15－15:40

神奈川大学附属中・高等学校での実践報告実践発表

講演者：坪内　孝司　氏　 筑波大学　特命教授　先端教学推進機構長　学長特別補佐01
14:25－15:15

垣根を超える文理複眼の学びとAI活用時代の教育基調講演

東京都生まれ神奈川県（横浜市）育ち。1988年 筑波大学大学院 工学研究科 修了（工学博士)。日本学術振興会特別研究員、宇都宮大学および東京大
学助手を経て、1994年 筑波大学に着任。2006年 筑波大学 システム情報工学研究科教授。2022年より現在 筑波大学先端教学推進機構長、2025年より
現在 筑波大学特命教授、学長特別補佐。日本機械学会フェロー、日本ロボット学会フェロー、人工知能学会会員、IEEE member。専門は自律移動ロ
ボット学。

ファシリテーター：秋吉　政徳　氏　 神奈川大学　副学長
パ  ネ  リ  ス  ト：坪内　孝司　氏　 筑波大学　特命教授　先端教学推進機構長　学長特別補佐
　　　　　　          小林　道夫　氏　 神奈川大学附属中・高等学校　校長

03
15:40－16:25

パネルディスカッション 生成AI時代における学校の役割とこれからの学び



※自動返信メールを受信できない場合は、高等学校業務デスクまでお問い合わせください。
※個人情報の収集・利用・管理については「学校法人神奈川大学プライバシーポリシー
 （個人情報保護方針)」に基づき、適切に取り扱います。

神奈川大学ホームページにて
「20 高大フォーラム」 で検索

QRコードから簡単にアクセス

20 　高大　フォーラム

自動返信メールを受信
（申込み受付完了）

と生成 時代の の

参加申込み方法

会場のご案内

または1 2

神奈川大学
みなとみらいキャンパス
１階　米田吉盛記念ホール

〒220-8739
横浜市西区みなとみらい4-5-3

◦みなとみらい線「みなとみらい駅」下車 » 徒歩約6分
◦みなとみらい線「新高島駅」下車 » 徒歩約4分
◦JR • 東急東横線 • 京浜急行線 • 相鉄本線 • 横浜市営地下鉄「横浜駅」下車 » 徒歩約11分
◦JR • 横浜市営地下鉄「桜木町駅」下車 » 徒歩約12 分
   ＊駐車場・駐輪場はありません。

045-664-3710(代）Ｔ Ｅ Ｌ
社会連携部（高大連携協議会事務局）発信部署
高等学校業務デスクお問い合わせ
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